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教育委員会

事 業 名 家 庭 教 育 支 援 事 業 費家 庭 教 育 支 援 事 業 費家 庭 教 育 支 援 事 業 費家 庭 教 育 支 援 事 業 費

予 算 額 ２，９６０千円 新規・継続の別 継 続

１ 目 的

家庭は全ての教育の出発点であり、家庭での学習習慣や生活習慣

が身に付くよう、就学前の子どもを持つ親等を対象に学習機会や情

報の提供を行うとともに、家庭教育を支援するネットワークづくり

を進める。また、専門家による相談体制の充実を図ることにより、

家庭の教育力の一層の向上を目指す。

２ 内 容

事 項 内 容

子どもの生活習慣の確立や豊かな心を育成するため、

家庭での学習や家庭教育に関する情報提供のため、子育

事 業 内 容 て・親育ちに役立つ学習資料を作成し、親のための学習

活動を支援する。

目 的 親のため ○資料内容

の学習活 子育てに関する悩み・解決策Ｑ＆Ａ

対 象 動支援事 ほめてしつけるポイント など

業

方 法 等 ○活用方法

親のための応援塾や、地域の先輩及び教師による子

育て講座等に参加の就学前の保護者等に配布

家庭の教育力向上のため、親への学習機会の提供や家

庭教育支援チーム活動を行う市町(組合)教育委員会に対

し、助成等の支援を行う。

家庭教育 ○市町村実施事業（補助事業）

支援基盤 家庭教育支援チーム活動の普及・定着

形成事業 子育てに係る学習機会の提供

○府実施事業

京都府家庭教育支援協議会の設置

指導者等研修の実施（教育局単位）

担当課名

社会教育課 振 興 担 当

電話番号

075-414-5884

社会教育主事 075-414-5889

資料－３６


